
平成22年度第６回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会 議事録

日時・場所 ： 平成22年９月７日（火）13：30～15：35 評議会室

出 席 者 ： 曽我理事長（議長）、川口副理事長、大田理事、菊池理事、仁連理事、

布野環境科学部長、松下工学部長、濱崎人間文化学部長、

藤田人間看護学部長、寄本国際教育センター長、長谷川教授、山根教授、

竹下教授、山田教授、地蔵堂教授、菅谷委員、斎藤委員、井下委員

事 務 局 ： 堀部事務局次長、坪田グループ統括、小島グループ統括、

高田グループ統括、杉野グループ統括、藤野グループ統括、

郡田グループ統括、久保田グループ統括、山田副参事、山内主査

平成22年度第５回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会議事録（案）について

報告事項４「学生の退学・休学・復学について」の質疑の前段を、「年度途中で退

学した留学生の授業料の取扱いについて質問があり、授業料が減免されない場合は、

半期ごとに授業料を徴収しており、退学時に未納であれば在学期間の授業料を月単位

で徴収しているとの回答があった。」との表記に修正したうえで、承認された。

議 題

１ 新学科の設置について

菊池研究・評価担当理事より資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり

承認し、役員会に審議を委ねることとなった。

第二言語習得に関する教育手法について質問があり、ＴＥＳＬの資格を持つ者など

が加わることも必要との回答があった。滋賀大学と外国語の授業などを共通化できな

いかとの質問があり、彦根３大学で語学研修等に関して検討を進めているとの回答が

あった。

また、第２外国語には国際的な通用性を失ってきているものがあり、将来的には英

語に特化することも検討すべきであるとの意見、地域における国際化や多文化共生に

貢献することを特色とすべきであるとの意見、交換留学生に対する日本語教育の充実

が必要であるとの意見があった。

２ 大学院工学研究科電子システム工学専攻の設置について

松下工学部長より資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認し、役

員会に審議を委ねることとなった。

３ 広報委員会規程の改正について

菊池研究・評価担当理事より資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり

承認され、平成22年10月１日から施行することとされた。

専門委員会を廃止せず休止することについて質問があり、専門委員会は開催が必要

になったときに開催し、委員を選出するとの回答があった。

また、広報委員会委員の任期が10月開始となることから、他の委員会委員の任期と

ずれるとの意見があったが、キャンパスガイドの編集スケジュールとの関係によるも

のであるとの回答があり、承認された。



報告事項

１ 平成21事業年度の業務の実績に関する評価結果等について

菊池研究・評価担当理事より資料に基づき報告があった。

２ 各委員会等の結果の概要について

（１）第11回将来構想委員会

（２）第12回将来構想委員会

（３）平成22年度第３回全学教育構想委員会

（４）平成22年度第２回入学試験委員会

（５）平成22年度教務委員会（書面開催）

（６）平成22年度第２回教務委員会

（７）平成22年度第１回広報委員会

（８）平成22年度第４回教育実践支援室ＦＤミーティング

将来構想委員会の結果の概要に関連して、新学科の教育研究スペースについて、将

来構想委員会で今後検討される際に、学部・センターの意見を聴取して進めてほしい

との意見があった。

３ 文部科学省「平成22年度大学教育・学生支援推進事業 大学教育推進プログラム」

の選定について

大田教育担当理事より資料に基づき報告があった。

４ 研究活動上の不正行為防止計画の策定について

久保田地域貢献研究推進グループ統括より資料に基づき報告があった。

学生も不正行為防止の対象になるかとの質問があり、研究活動上の不正行為の防止

等に関する規程における教職員等の定義に学生も含まれており、学生に対する周知な

どの対応を検討したいとの回答があった。

５ 大学運営に関する指標について

菊池研究・評価担当理事より資料に基づき報告があった。

６ 学務事務管理システムの更新について

藤野教務グループ統括より資料に基づき報告があった。

７ オープンキャンパス２０１０の結果の概要について

藤野教務グループ統括より資料に基づき報告があった。

そ の 他

ＪＡＢＥＥの取り組みについて

松下工学部長より、ＪＡＢＥＥについての理解を深めるため、全学の関係者が集ま

る機会を持ちたいとの提案があった。

既存学科の名称変更について

新学科の開設にあわせて既存学科の名称を変更しようという意見があるが、これは

過去の卒業生にも影響を与えるため、教員だけで考えるのではなく、慎重に検討して

ほしいとの意見があった。


